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規

則

山
口
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
五
月
二
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
四
十
六
号

山
口
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
山
口
県
規
則
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
三
十
七
条
の
二
第
五
項
第
三
号
カ
中
「
ラ
ジ
オ
等
に
よ
り
著
し
く
騒
音
を
発
し
、
展
望
所
等
を
占

拠
し
、
そ
の
他
公
園
利
用
者
に
著
し
く
迷
惑
を
か
け
る
」
を
「
同
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲

げ
る
」
に
、
「
す
る
」
を
「
し
て
い
る
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
五
月
二
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
四
十
七
号

山
口
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
口
県
規
則
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
五
号
中
「
及
び
」
を
「
そ
の
他
の
自
動
車
に
燃
料
又
は
動
力
源
と
し
て
の
電
気
を
供
給
す

る
た
め
の
施
設
及
び
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
協
議
会
に
よ
る
公
園
計
画
の
変
更
の
提
案
に
係
る
添
付
書
類
等
）

第
二
条
の
二

条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

書
類
と
す
る
。

一

条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
提
案
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
提
案
」
と
い

う
。
）
を
行
う
協
議
会
を
組
織
し
た
市
町

二

提
案
を
行
う
協
議
会
の
名
称
及
び
構
成
員
の
氏
名
又
は
名
称

三

提
案
の
理
由

⚒

知
事
は
、
前
項
の
書
類
の
ほ
か
、
提
案
を
踏
ま
え
た
公
園
計
画
の
変
更
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
当
該
提
案
を
し
た
協
議
会
に
対
し
、
当
該
提
案
に
係
る
場
所
及
び
そ
の
周
辺
の
風
致

若
し
く
は
景
観
の
状
況
若
し
く
は
特
質
又
は
当
該
提
案
に
係
る
自
然
公
園
の
利
用
の
状
況
を
記
載
し

た
書
類
そ
の
他
の
必
要
な
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
協
議
会
に
よ
る
公
園
事
業
の
決
定
等
の
提
案
に
係
る
添
付
書
類
等
）

第
二
条
の
三

条
例
第
七
条
の
四
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

イ

条
例
第
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
提
案
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
提
案
」
と
い

う
。
）
を
行
う
協
議
会
を
組
織
し
た
市
町

ロ

提
案
を
行
う
協
議
会
の
名
称
及
び
構
成
員
の
氏
名
又
は
名
称

ハ

提
案
の
理
由

二

当
該
公
園
事
業
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

⚒

知
事
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
提
案
を
踏
ま
え
た
公
園
事
業
の
決
定
又
は
変
更
に

一
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関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
提
案
を
し
た
協
議
会
に
対
し
、
当
該
提
案
に
係
る
場
所

及
び
そ
の
周
辺
の
風
致
若
し
く
は
景
観
の
状
況
若
し
く
は
特
質
又
は
当
該
提
案
に
係
る
自
然
公
園
の

利
用
の
状
況
を
記
載
し
た
書
類
そ
の
他
の
必
要
な
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
、
第
六
号
、
第
七
号
」
の
下
に
「
、
第
十
号
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
た
だ
し

書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
縮
尺

の
図
面
に
よ
つ
て
は
適
切
に
表
示
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
施
設
の
規
模

及
び
構
造
に
応
じ
て
、
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮
尺
の
図
面
を
も
つ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
三
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
以
上
」
を
「
程
度
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
千
分
の

一
以
上
」
を
「
千
分
の
一
程
度
」
に
、
「
、
構
造
図
、
意
匠
配
色
図
並
び
に
給
水
施
設
及
び
排
水
施
設

の
位
置
、
形
状
そ
の
他
の
給
水
及
び
排
水
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
図
面
」
を
「
及
び
意
匠
配
色

図
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
、
「
そ
の
内
訳
」
を
「
内
訳
」
に
改
め
、

同
項
第
七
号
中
「
事
業
資
金
」
を
「
工
事
の
施
行
を
要
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
事
業
資
金
」
に
改

め
、
同
項
第
九
号
中
「
以
上
」
を
「
程
度
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

⚓

知
事
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
条
例
第
八
条
第
二
項
の
協
議
又
は
同
条
第
三
項
の

認
可
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
協
議
又
は
認
可
の
申
請
を
し
た
者
に
対
し
、
縮

尺
千
分
の
一
程
度
の
構
造
図
、
給
排
水
計
画
図
そ
の
他
の
必
要
な
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

第
四
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

条
例
第
八
条
第
四
項
第
一
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
（
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事

項
の
変
更
に
あ
つ
て
は
、
第
二
条
第
三
号
に
掲
げ
る
宿
舎
に
関
す
る
公
園
事
業
で
あ
つ
て
、
特
定

の
者
の
優
先
的
な
使
用
を
確
保
す
る
仕
組
み
を
設
け
よ
う
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）

二

前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
あ
つ
て

は
、
公
園
施
設
の
規
模
、
色
彩
又
は
形
態
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
に
限
る
。
）

第
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

⚓

知
事
は
、
前
項
に
定
め
る
書
類
の
ほ
か
、
条
例
第
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
又
は
認
可
に

関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
協
議
又
は
認
可
の
申
請
を
し
た
者
に
対
し
、
縮
尺
千
分

の
一
程
度
の
構
造
図
、
給
排
水
計
画
図
そ
の
他
の
必
要
な
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条
第
四
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
第
八
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
八
条
の
三

第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中

「
第
八
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
八
条
の
三
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
に

第
一
項
及
び
第
二
項
と
し
て
次
の
二
項
を
加
え
る
。

条
例
第
八
条
の
三
第
一
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申

請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

譲
渡
人
及
び
譲
受
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の

氏
名

二

公
園
施
設
の
種
類

三

公
園
施
設
の
管
理
又
は
経
営
の
方
法

四

公
園
事
業
を
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

五

公
園
事
業
を
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
理
由

⚒

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

譲
受
人
が
個
人
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
譲
受
人
の
住
民
票
の
写
し

二

譲
受
人
が
法
人
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
譲
受
人
の
定
款
、
寄
附
行
為
又
は
規
約
及
び
登
記
事
項

証
明
書

三

第
三
条
第
二
項
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
書
類

四

譲
受
人
が
行
う
公
園
施
設
の
管
理
又
は
経
営
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
収
入
及
び
支
出
の
総
額

及
び
内
訳
を
記
載
し
た
書
類
そ
の
他
譲
受
人
が
公
園
施
設
を
適
切
に
管
理
又
は
経
営
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

五

第
二
条
第
三
号
に
掲
げ
る
宿
舎
に
関
す
る
公
園
事
業
で
あ
つ
て
、
譲
受
人
が
譲
り
受
け
た
後
に

特
定
の
者
の
優
先
的
な
使
用
を
確
保
す
る
仕
組
み
を
設
け
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
仕
組
み
及

び
当
該
事
業
の
執
行
に
よ
る
自
然
公
園
の
保
護
又
は
利
用
の
増
進
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
書
類

六

譲
渡
及
び
譲
受
け
に
係
る
譲
渡
人
及
び
譲
受
人
の
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類

第
九
条
の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

（
利
用
拠
点
の
質
の
向
上
の
た
め
の
整
備
改
善
に
関
す
る
協
議
会
の
公
表
）

第
九
条
の
二

条
例
第
八
条
の
七
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う

も
の
と
す
る
。

一

協
議
会
の
名
称
及
び
構
成
員
の
氏
名
又
は
名
称

二

協
議
の
対
象
と
な
る
利
用
拠
点
区
域

⚒

条
例
第
八
条
の
七
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な

方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
九
条
の
三

条
例
第
八
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認

定
の
申
請
」
と
い
う
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⚒

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
区
域
の
規

模
が
大
き
い
た
め
、
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
つ
て
は
適
切
に
表
示
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
区
域
の
規
模
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮
尺
の
図

二
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面
を
も
つ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

計
画
区
域
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
二
万
五
千
分
の
一
程
度
の
地
形
図

二

計
画
区
域
及
び
そ
の
付
近
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
五
千
分
の
一
程
度
の
概
況
図
及
び
天

然
色
写
真

三

条
例
第
八
条
第
二
項
の
協
議
又
は
同
条
第
三
項
の
認
可
を
要
す
る
条
例
第
八
条
の
八
第
二
項
第

四
号
に
規
定
す
る
利
用
拠
点
整
備
改
善
事
業
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
利
用
拠
点
整

備
改
善
事
業
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類
（
運
輸
施
設
に
関
す
る
公
園
事
業
に
係

る
利
用
拠
点
整
備
改
善
事
業
に
あ
つ
て
は
イ
に
掲
げ
る
書
類
に
限
り
、
公
共
団
体
が
執
行
す
る
公

園
施
設
に
関
す
る
公
園
事
業
に
係
る
利
用
拠
点
整
備
改
善
事
業
に
あ
つ
て
は
イ
に
掲
げ
る
書
類
の

う
ち
第
三
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
書
類
に
限
る
。
）

イ

第
三
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
に
掲
げ
る
書
類

ロ

公
園
施
設
を
適
切
に
管
理
又
は
経
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

四

条
例
第
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
又
は
認
可
を
要
す
る
利
用
拠
点
整
備
改
善
事
業
に
関

す
る
第
三
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
書
類
並
び
に
公
園
事
業
の
変
更
に
係
る
前
号

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
書
類
（
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
書
類
を
除
く
。
）

五

条
例
第
十
二
条
第
三
項
の
許
可
を
要
す
る
利
用
拠
点
整
備
改
善
事
業
に
関
す
る
第
十
一
条
第
二

項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
図
面

六

条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
要
す
る
利
用
拠
点
整
備
改
善
事
業
に
関
す
る
第

十
一
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
図
面

⚓

知
事
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
条
例
第
八
条
の
八
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
に

関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
認
定
の
申
請
を
し
た
者
に
対
し
、
当
該
申
請
に
係
る
利

用
拠
点
整
備
改
善
計
画
が
同
項
各
号
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類
の
提
出
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
の
記
載
事
項
）

第
九
条
の
四

利
用
拠
点
整
備
改
善
事
業
の
実
施
主
体
の
記
載
は
、
個
人
に
あ
つ
て
は
氏
名
及
び
住
所

を
、
法
人
に
あ
つ
て
は
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名
を
明
示
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⚒

条
例
第
八
条
の
八
第
二
項
第
八
号
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
の
名
称

二

利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
を
作
成
し
た
協
議
会
の
名
称
及
び
構
成
員
の
氏
名
又
は
名
称

三

利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
に
係
る
事
務
の
実
施
体
制

四

条
例
第
十
二
条
第
三
項
の
許
可
を
要
す
る
利
用
拠
点
整
備
改
善
事
業
に
あ
つ
て
は
、
当
該
許
可

を
要
す
る
行
為
の
種
類
、
場
所
及
び
施
行
方
法

五

条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
要
す
る
利
用
拠
点
整
備
改
善
事
業
に
あ
つ
て

は
、
当
該
届
出
を
要
す
る
行
為
の
種
類
、
場
所
及
び
施
行
方
法

六

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
認
定
を
受
け
た
利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
の
公
表
）

第
九
条
の
五

条
例
第
八
条
の
八
第
六
項
（
条
例
第
八
条
の
九
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も

の
と
す
る
。

（
利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
の
軽
微
な
変
更
）

第
九
条
の
六

条
例
第
八
条
の
九
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

一

利
用
拠
点
整
備
改
善
事
業
の
実
施
主
体
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
、
住
所
又
は
法
人
に
あ
つ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名
の
変
更

二

利
用
拠
点
整
備
改
善
事
業
の
実
施
時
期
の
変
更

三

利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
を
作
成
し
た
協
議
会
の
構
成
員
の
変
更
又
は
当
該
協
議
会
の
構
成
員

の
氏
名
若
し
く
は
名
称
の
変
更

四

第
四
条
各
号
に
掲
げ
る
変
更

五

計
画
期
間
の
変
更

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
変
更
後
の
利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
が
条
例
第
八
条
の
八
第

四
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
変
更

第
十
一
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

⚒

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
図
面
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
行
為
の
規
模

が
大
き
い
た
め
、
次
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
つ
て
は
適
切
に
表
示
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
行
為
の
規
模
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮
尺
の
図
面
を
も
つ
て
、
こ
れ

ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

行
為
の
場
所
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
二
万
五
千
分
の
一
程
度
の
地
形
図

二

行
為
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
五
千
分
の
一
程
度
の
概
況
図
及
び
天
然

色
写
真

三

行
為
の
施
行
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
千
分
の
一
程
度
の
平
面
図
、
立
面
図
、
断
面
図
及
び

意
匠
配
色
図

四

行
為
終
了
後
に
お
け
る
植
栽
そ
の
他
修
景
の
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
千
分
の
一
程
度
の
図

面
第
十
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

⚓

知
事
は
前
項
各
号
に
掲
げ
る
図
面
の
ほ
か
、
条
例
第
十
二
条
第
三
項
の
許
可
に
関
し
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
許
可
の
申
請
を
し
た
者
に
対
し
、
縮
尺
千
分
の
一
程
度
の
構
造
図
そ
の
他

の
必
要
な
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
二
条
中
「
第
十
二
条
第
七
項
第
四
号
」
を
「
第
十
二
条
第
七
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四

二
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号
中
「
距
離
に
」
の
下
に
「
あ
つ
て
、
か
つ
、
そ
の
水
平
投
影
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
」

を
、
「
増
築
」
の
下
に
「
（
改
築
又
は
増
築
に
あ
つ
て
は
、
改
築
又
は
増
築
後
に
お
い
て
、
そ
の
水
平

投
影
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
と
な
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
十
一
号
の
三
中

「
巣
箱
」
を
「
野
生
鳥
獣
の
保
護
増
殖
の
た
め
の
巣
箱
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
号
の
七
中
「
も
の

に
」
の
下
に
「
限
り
、
か
つ
、
増
築
部
分
の
最
高
部
と
最
低
部
の
高
さ
の
差
が
二
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ

る
も
の
に
」
を
加
え
、
同
条
第
十
一
号
の
八
及
び
第
十
一
号
の
九
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
一
の
八

既
存
の
電
線
、
電
話
線
又
は
通
信
ケ
ー
ブ
ル
（
以
下
「
電
線
等
」
と
い
う
。
）
の
改
築

又
は
既
存
の
電
線
等
に
沿
つ
た
電
線
等
の
新
築
若
し
く
は
増
築
（
既
存
の
電
線
等
の
色
彩
と
同
等

と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

十
一
の
九

既
存
の
電
線
等
に
附
帯
す
る
工
作
物
の
新
築
、
改
築
又
は
増
築
（
既
存
の
電
線
等
の
色

彩
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

第
十
二
条
第
十
一
号
の
十
一
中
「
若
し
く
は
農
作
物
」
を
「
、
農
作
物
、
森
林
又
は
生
態
系
」
に
改

め
、
同
号
を
同
条
第
十
一
号
の
十
二
と
し
、
同
条
第
十
一
号
の
十
中
「
電
線
等
」
の
下
に
「
及
び
引
込

み
に
要
す
る
設
備
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
十
一
号
の
十
一
と
し
、
同
条
第
十
一
号
の
九
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

十
一
の
十

変
圧
器
そ
の
他
の
電
柱
に
附
帯
す
る
設
備
の
改
築
又
は
増
築
（
当
該
電
柱
の
高
さ
を
超

え
な
い
も
の
に
限
る
。
）

第
十
二
条
第
十
二
号
の
前
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
一
の
十
三

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六

年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
外
来
生
物
（
以
下
「
特
定
外
来
生
物
」

と
い
う
。
）
の
防
除
又
は
保
安
の
目
的
で
行
う
カ
メ
ラ
の
設
置

十
一
の
十
四

県
が
行
う
、
自
然
公
園
の
保
護
又
は
適
正
な
利
用
の
推
進
の
た
め
に
人
の
立
入
り
を

防
止
す
る
た
め
の
柵
又
は
当
該
公
園
の
利
用
者
数
を
計
測
す
る
た
め
の
機
器
そ
の
他
の
仮
設
の
工

作
物
（
高
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
水
平
投
影
面
積
が
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以

下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
新
築
、
改
築
又
は
増
築

第
十
二
条
第
十
三
号
中
「
木
竹
」
の
下
に
「
（
条
例
第
十
二
条
第
三
項
第
十
号
の
知
事
が
指
定
す
る

植
物
（
以
下
「
採
取
等
規
制
植
物
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
号
の
次
に

次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
三
の
二

生
業
の
維
持
の
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で
行
う
竹
（
高
さ
が
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の
に
限
る
。
）
の
伐
採

十
三
の
三

施
設
又
は
設
備
の
維
持
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で
行
う
竹
（
高
さ
が
三

メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の
に
限
る
。
）
の
伐
採

第
十
二
条
第
十
六
号
中
「
又
は
電
線
路
の
維
持
」
を
削
り
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
六
の
二

電
線
路
の
維
持
に
必
要
な
範
囲
内
で
行
う
木
竹
の
伐
採

十
六
の
三

道
路
（
主
と
し
て
歩
行
者
の
通
行
の
用
に
供
す
る
も
の
を
除
く
。
）
、
鉄
道
又
は
軌
道

の
交
通
の
障
害
と
な
る
木
竹
の
伐
採

第
十
二
条
第
十
七
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
七
の
二

牧
野
そ
の
他
の
草
原
の
維
持
の
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で
行
う
竹
又
は
灌
木
の
伐
採

十
七
の
三

採
取
等
規
制
植
物
の
保
護
増
殖
の
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で
行
う
竹
又
は
灌
木
の
伐
採

第
十
二
条
第
十
八
号
の
二
中
「
木
竹
」
の
下
に
「
（
採
取
等
規
制
植
物
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
次
号

に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
中
第
十
八
号
の
十
七
を
第
十
八
号
の
十
八
と
し
、
第
十
八
号
の

十
三
か
ら
第
十
八
号
の
十
六
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
八
号
の
十
二
を
削
り
、
第
十
八
号
の

十
一
を
第
十
八
号
の
十
三
と
し
、
第
十
八
号
の
十
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
八
の
十
一

牧
野
そ
の
他
の
草
原
の
維
持
の
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で
行
う
木
竹
の
損
傷

十
八
の
十
二

採
取
等
規
制
植
物
の
保
護
増
殖
の
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で
行
う
木
竹
の
損
傷

第
十
二
条
第
二
十
三
号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
の
規
定
中
「
提
出
」
を
「
掲
出
」
に
改
め
、
同
条
第

二
十
六
号
中
「
の
保
護
若
し
く
は
管
理
又
は
野
生
鳥
獣
の
保
護
若
し
く
は
増
殖
」
を
「
又
は
野
生
動
植

物
の
保
護
又
は
管
理
」
に
、
「
提
出
」
を
「
掲
出
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
六
号
の
二
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

二
十
六
の
二
の
二

特
定
外
来
生
物
の
防
除
の
目
的
で
行
う
、
標
識
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
の

掲
出
若
し
く
は
設
置
又
は
工
作
物
等
へ
の
こ
れ
ら
の
表
示

第
十
二
条
第
二
十
七
号
中
「
あ
る
植
物
で
条
例
第
十
二
条
第
三
項
第
十
号
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
指

定
す
る
も
の
」
を
「
お
け
る
採
取
等
規
制
植
物
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
七
号
の
二
の
次
に
次
の
四
号

を
加
え
る
。

二
十
七
の
二
の
二

農
業
を
営
む
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で
行
う
採
取
等
規
制
植
物
の
損
傷

二
十
七
の
二
の
三

牧
野
そ
の
他
の
草
原
の
維
持
の
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で
行
う
採
取
等
規
制
植

物
の
損
傷

二
十
七
の
二
の
四

採
取
等
規
制
植
物
の
保
護
増
殖
の
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で
行
う
当
該
採
取
等

規
制
植
物
の
損
傷

二
十
七
の
二
の
五

国
、
地
方
公
共
団
体
又
は
特
定
外
来
生
物
の
防
除
を
目
的
と
す
る
催
し
（
国
又

は
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
内
容
及
び
実
施
期
間
を
記

載
し
た
書
面
が
、
知
事
に
提
出
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
第
二
十
七
号
の
九
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

参
加
し
た
者
が
行
う
特
定
外
来
生
物
で
あ
る
植
物
（
木
竹
を
除
く
。
）
の
採
取
又
は
損
傷

第
十
二
条
第
二
十
七
号
の
九
及
び
第
二
十
七
号
の
十
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
七
の
九

国
、
地
方
公
共
団
体
又
は
特
定
外
来
生
物
の
防
除
を
目
的
と
す
る
催
し
に
参
加
し
た

者
が
行
う
特
定
外
来
生
物
で
あ
る
動
物
の
捕
獲
若
し
く
は
殺
傷
又
は
当
該
動
物
の
卵
の
採
取
若
し

く
は
損
傷

二
十
七
の
十

傷
病
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
緊
急
に
保
護
を
要
す
る
動
物
の
捕
獲
又
は
そ
れ
ら
の
卵

四
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の
採
取

第
十
二
条
中
第
二
十
七
号
の
十
の
二
か
ら
第
二
十
七
号
の
十
三
ま
で
を
削
り
、
第
二
十
七
号
の
十
四

を
第
二
十
七
号
の
十
一
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
七
の
十
二

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
九
条
の

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
主
務
大
臣
の
許
可
に
係
る
特
定
外
来
生
物
の
放
出
等

第
十
二
条
中
第
二
十
七
号
の
十
五
を
第
二
十
七
号
の
十
三
と
し
、
第
二
十
七
号
の
十
六
を
第
二
十
七

号
の
十
四
と
し
、
同
条
に
次
の
八
号
を
加
え
る
。

五
十
七

公
園
管
理
団
体
が
行
う
条
例
第
二
十
六
条
第
一
項
各
号
及
び
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る

業
務
の
た
め
に
必
要
な
行
為
（
そ
の
行
為
の
内
容
及
び
実
施
期
間
を
記
載
し
た
書
面
が
十
四
日
前

ま
で
に
知
事
に
提
出
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

五
十
八

山
口
県
希
少
野
生
動
植
物
種
保
護
条
例
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
知
事
の
許
可
に
係

る
行
為
と
し
て
行
う
条
例
第
十
二
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為

五
十
九

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七

十
五
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
環
境
大
臣
の
許
可
に
係
る
行
為
と
し
て
行
う
条
例
第
十

二
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為

六
十

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
第
四
十
七
条
第
一
項
に
規

定
す
る
認
定
保
護
増
殖
事
業
等
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
行
為
と
し
て
行
う
条
例
第
十
二
条
第
三

項
各
号
に
掲
げ
る
行
為

六
十
一

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
章
の
規
定
に

よ
る
防
除
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
行
為
と
し
て
行
う
条
例
第
十
二
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
行

為
六
十
二

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
知
事
の
許
可
に
係
る
行
為
と
し
て
行
う
条
例
第
十
二
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為

六
十
三

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
に
よ
る
指
定
管
理
鳥
獣
の
捕
獲
に
伴
う
行
為
と
し
て
行

う
条
例
第
十
二
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為

六
十
四

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項

か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
保
全
事
業
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
行
為
と
し
て
行
う
条
例
第

十
二
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為

第
十
六
条
中
「
第
十
四
条
第
七
項
第
四
号
」
を
「
第
十
四
条
第
七
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
一

号
中
「
第
十
一
号
の
十
一
」
を
「
第
十
一
号
の
十
四
」
に
、
「
第
二
十
六
号
の
二
」
を
「
第
二
十
六
号

の
二
の
二
」
に
、
「
又
は
第
二
十
九
号
」
を
「
、
第
二
十
九
号
又
は
第
五
十
七
号
か
ら
第
六
十
四
号
ま

で
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
号
中
「
第
十
五
条
第
一
号
」
を
「
前
条
第
一
号
」
に
、
「
を
行
う
た
め
に

す
る
当
該
新
築
、
改
築
又
は
増
築
を
行
う
土
地
の
区
域
内
に
お
け
る
土
地
の
形
状
の
変
更
」
を
「
に
附

帯
す
る
行
為
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
五
号
と
し
、
同
条
第
十
三
号
中
「
法の

り

」
を
「
法
」
に
改

め
、
同
号
を
同
条
第
十
四
号
と
し
、
同
条
中
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
十
一
号
ま

で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

地
表
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
高
さ
の
広
告
物
等
（
表
示
面
の
面
積
が
一
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
設
置
（
同
一
敷
地
内
又
は
同
一
場
所
内
に
お
け
る
広
告
物
等
の
表
示

面
の
面
積
の
合
計
が
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
場
合
に
限
る
。
）

第
二
十
三
条
の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

（
質
の
高
い
自
然
体
験
活
動
の
促
進
に
関
す
る
協
議
会
の
公
表
）

第
二
十
三
条
の
二

第
九
条
の
二
の
規
定
は
、
条
例
第
十
八
条
の
七
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例

第
八
条
の
七
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
の

二
第
一
項
第
二
号
中
「
利
用
拠
点
区
域
」
と
あ
る
の
は
、
「
自
然
公
園
の
区
域
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

（
自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
二
十
三
条
の
三

条
例
第
十
八
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
認
定
の
申
請
」
と
い
う
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
申
請
書
を
知
事
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⚒

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
図
面
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
区
域
の
規
模
が

大
き
い
た
め
、
次
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
つ
て
は
適
切
に
表
示
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
当
該
区
域
の
規
模
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮
尺
の
図
面
を
も
つ
て
、
こ
れ
ら

の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

計
画
区
域
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
二
万
五
千
分
の
一
程
度
の
地
形
図

二

条
例
第
十
二
条
第
三
項
の
許
可
を
要
す
る
自
然
体
験
活
動
促
進
事
業
に
関
す
る
第
十
一
条
第
二

項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
図
面

三

条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
要
す
る
自
然
体
験
活
動
促
進
事
業
に
関
す
る
第

十
一
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
図
面

⚓

知
事
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
図
面
の
ほ
か
、
条
例
第
十
八
条
の
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
認
定

に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
認
定
の
申
請
を
し
た
者
に
対
し
、
当
該
申
請
に
係
る

自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
が
同
項
各
号
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類
の
提
出

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
の
記
載
事
項
）

第
二
十
三
条
の
四

自
然
体
験
活
動
促
進
事
業
の
実
施
主
体
の
記
載
は
、
個
人
に
あ
つ
て
は
氏
名
及
び

住
所
を
、
法
人
に
あ
つ
て
は
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名
を
明
示
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

⚒

条
例
第
十
八
条
の
八
第
二
項
第
六
号
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

四
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一

自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
の
名
称

二

自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
を
作
成
し
た
協
議
会
の
名
称
及
び
構
成
員
の
氏
名
又
は
名
称

三

自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
に
係
る
事
務
の
実
施
体
制

四

条
例
第
十
二
条
第
三
項
の
許
可
を
要
す
る
自
然
体
験
活
動
促
進
事
業
に
あ
つ
て
は
、
当
該
許
可

を
要
す
る
行
為
の
種
類
、
場
所
及
び
施
行
方
法

五

条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
要
す
る
自
然
体
験
活
動
促
進
事
業
に
あ
つ
て

は
、
当
該
届
出
を
要
す
る
行
為
の
種
類
、
場
所
及
び
施
行
方
法

六

計
画
区
域
に
お
け
る
適
正
な
利
用
に
係
る
啓
発
に
関
す
る
事
項

七

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
認
定
を
受
け
た
自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
の
公
表
）

第
二
十
三
条
の
五

条
例
第
十
八
条
の
八
第
五
項
（
条
例
第
十
八
条
の
九
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ

り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
の
軽
微
な
変
更
）

第
二
十
三
条
の
六

条
例
第
十
八
条
の
九
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
に

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

自
然
体
験
活
動
促
進
事
業
の
実
施
主
体
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
、
住
所
又
は
法
人
に
あ
つ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名
の
変
更

二

自
然
体
験
活
動
促
進
事
業
の
実
施
時
期
の
変
更

三

自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
を
作
成
し
た
協
議
会
の
構
成
員
の
変
更
又
は
当
該
協
議
会
の
構
成
員

の
氏
名
若
し
く
は
名
称
の
変
更

四

計
画
期
間
の
変
更

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
変
更
後
の
自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
が
条
例
第
十
八
条
の
八

第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
変
更

第
二
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
公
園
管
理
団
体
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
法
人
）

第
二
十
六
条
の
二

条
例
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
知
事
が
定
め
る
法
人
は
、
会
社
又
は
森
林

組
合
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
に
規
定
す
る
森
林
組
合
と
す
る
。

第
二
十
七
条
第
一
号
中
「
第
二
十
六
条
各
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
各
号
及
び
同
条
第
二
項
各

号
」
に
改
め
、
「
業
務
」
の
下
に
「
（
同
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
あ
つ
て
は
、
当
該
公
園
管
理
団
体

の
業
務
と
し
て
行
う
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
第
二
十
六
条
各

号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
各
号
及
び
同
条
第
二
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
営
利
を
目

的
と
し
な
い
こ
と
そ
の
他
条
例
第
二
十
六
条
各
号
」
を
「
条
例
第
二
十
六
条
第
一
項
各
号
及
び
同
条
第

二
項
各
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
証
明
書
の
様
式
）

第
二
十
八
条

条
例
第
八
条
の
十
二
第
三
項
、
条
例
第
十
六
条
第
三
項
、
条
例
第
十
八
条
第
三
項
、
条

例
第
十
八
条
の
十
一
第
二
項
及
び
条
例
第
三
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
証
明
書
は
別
記
第
四
号
様

式
に
よ
り
、
条
例
第
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
証
明
書
は
別
記
第
五
号
様
式
に
よ
る
。

別
記
第
四
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

六
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第
⚔
号
様
式
（
第
28条
関
係
）

（
第
⚑
面
）

（
第
⚒
面
）

写真

第
号

身
分
証
明
書

職
名

氏
名

生
年
月
日

年
月

日
生

年
月

日
交
付

年
月

日
限
り
有
効

山
口
県
知
事

 

こ
の
証
明
書
を
携
帯
す
る
者
は
、
下
表
に
掲
げ
る
山
口
県
立
自
然
公
園
条
例
（
昭
和
35年

山
口
県
条
例

第
25号

）
の
条
項
の
う
ち
、
該
当
の
有
無
の
欄
に
丸
印
の
あ
る
条
項
に
よ
り
立
入
検
査
等
を
す
る
職
権
を

有
す
る
も
の
で
す
。

山
口
県
立
自
然
公
園
条
例
の
条
項

該
当
の
有
無

第
８
条
の
12第
１
項

第
８
条
の
12第
２
項

第
16条
第
２
項

第
18条
第
２
項

第
18条
の
11第
１
項

第
31条
第
１
項

別
記
第
五
号
様
式
の
⟹表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

六
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第
⚕
号
様
式
（
第
28条
関
係
）

（
表
）

写真

第
号

身
分
証
明
書

職
名

氏
名

生
年
月
日

年
月

日
生

年
月

日
交
付

年
月

日
限
り
有
効

上
記
の
者
は
、
山
口
県
立
自
然
公
園
条
例
（
昭
和
35年

山
口
県
条
例
第
25号

）
第
15条

第
２
項
の
規
定

に
よ
り
原
状
回
復
等
を
行
う
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
ま
す
。

山
口
県
知
事

 

別
記
第
五
号
様
式
の
⟹裏
中
「の

請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

」
を
「に

」
に
改
め
る
。

別
記
第
六
号
様
式
か
ら
別
記
第
八
号
様
式
ま
で
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

山
口
県
告
示
第
百
五
十
七
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
特
定
施
設
の
構
造
等
の
変
更
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。当

該
特
定
施
設
の
構
造
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基

づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
は
、
令
和
六
年
五
月
二
十
一
日
か
ら
同
年
六
月
十
一

日
ま
で
の
間
、
山
口
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課
及
び
防
府
市
生
活
環
境
部
環
境
政
策
課
に
お
い
て
公

衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
五
月
二
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン

住

所

東
京
都
中
央
区
京
橋
三
丁
目
一
番
一
号

二

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

株
式
会
社
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
防
府
工
場

所
在
地

防
府
市
浜
方
一
〇
〇
番
地

三

特
定
施
設
の
種
類

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一
第
七
十
二
号
の
し

尿
処
理
施
設

四

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
の
内
容

特
定
施
設
の
使
用
の
方
法
及
び
特
定
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
又
は
廃
液
の
処
理
の
方
法
を
変

更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
表
の
と
お
り
変
更
を
生
ず
る
。
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㈠

排
出
さ
れ
る
汚
水
等
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
汚
水
等
の
量

種

類

項
目

汚

水

等

の

汚

染

状

態

の

値

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮

遊

物

質

量

(㎎
／
ℓ
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

七
二

変
更
前

七

五
・
八

～

八
・
六

一
〇

二
〇

一
〇

二
〇

二
〇

六
〇

二

八

九
七
・
五

一
一
〇

変
更
後

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

九
九
・
七

〃

備
考

「
七
二
」
と
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
別
表
第
一
第
七
十
二
号
の
し
尿
処
理
施
設
を
い
う
。

㈡

処
理
施
設
に
よ
る
処
理
前
及
び
処
理
後
の
汚
水
等
の
汚
染
状
態
の
値
並
び
に
汚
水
等
の
量

種

類

項

目

汚

水

等

の

汚

染

状

態

の

値

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮
遊
物
質
量

(㎎
／
ℓ
)

大
腸
菌
群
数

(個
／
㎤
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

し
尿
処
理
施
設

処
理
前

変
更
前

七

五
・
八

～
八
・
六

一
五
〇

一
六
〇

二
五
〇

二
六
〇

⟊、⟉⟉⟉、⟉⟉⟉

七
〇

八
〇

五

一
〇

九
七
・
五

一
一
〇

変
更
後

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

九
九
・
七

〃

処
理
後

変
更
前

〃

〃

一
〇

二
〇

一
〇

二
〇
検
出
せ
ず

二
〇

六
〇

二

八

九
七
・
五

〃

変
更
後

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

九
九
・
七

〃

五

排
出
水
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
排
出
水
の
量

排

水

口

項

目

排

出

水

の

汚

染

状

態

の

値

排
出
水
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮
遊
物
質
量

(㎎
／
ℓ
)

大
腸
菌
群
数

(個
／
㎤
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

No．1

排

水

口

変
更
前

七

五
・
八

～

八
・
六

一
〇

二
〇

一
〇

二
〇
検
出
せ
ず

二
〇

六
〇

二

八

九
七
・
五

一
一
〇

変
更
後

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

九
九
・
七

〃

No．2

排

水

口

変
更
前

〃

六

～

八

三

五

六

一
五
〃

検
出
せ
ず

検
出
せ
ず

検
出
せ
ず

検
出
せ
ず

八
〇
〇

八
五
〇

変
更
後

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
八
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山
口
県
告
示
第
百
五
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
保

安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

令
和
六
年
五
月
二
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

阿
武
郡
阿
武
町
大
字
宇
生
賀
字
越
ケ
台
五
二
か
ら
五
四
ま
で
、
五
六
、
字
中
伊
豆
二
七
六
、
字
上

伊
豆
二
七
七
の
一
、
字
二
ツ
堀
一
〇
九
七
五
の
一
、
一
〇
九
七
五
の
三
、
一
〇
九
七
五
の
四
、
字
ふ

た
つ
堀
一
〇
九
七
七
の
一
か
ら
一
〇
九
七
七
の
三
ま
で
、
一
〇
九
七
八
、
字
伊
豆
山
一
一
〇
一
三
の

一
、
一
一
〇
一
三
の
三
、
一
一
〇
一
三
の
四
、
一
一
〇
一
五
、
一
一
〇
一
七
、
一
一
〇
四
五
、
一
一

〇
四
六
、
字
代
ノ
坂
一
一
〇
五
二
の
三
、
一
一
〇
五
二
の
六
か
ら
一
一
〇
五
二
の
八
ま
で
、
一
一
〇

五
二
の
二
一
か
ら
一
一
〇
五
二
の
二
四
ま
で
、
一
一
〇
九
九
、
一
一
一
〇
一
、
一
一
一
〇
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

⚒

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
阿
武
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚓

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
阿
武

町
農
林
水
産
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

公
安
委
員
会

山
口
県
公
安
委
員
会
告
示
第
十
六
号

警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
第
二
項
第

一
号
の
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
六
年
五
月
二
十
一
日

山
口
県
公
安
委
員
会

一

講
習
の
日
時
及
び
場
所
、
講
習
を
行
う
警
備
業
務
の
区
分
並
び
に
受
講
者
の
定
員

㈠

日
時

ア

新
規
取
得
講
習
（
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
又
は
警
備

員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十

八
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号
。
以
下
「
講
習
規
則
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
一
項
の
警

備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
修
了
証
明
書
（
以
下
「
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
等
」

と
い
う
。
）
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
者
に
対
し
て
行
う
講
習
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

令
和
六
年
七
月
一
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
五
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
三
十
分
ま
で
及
び
同
月
八
日
（
月
曜
日
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時
二
十
分
ま
で

イ

追
加
取
得
講
習
（
講
習
規
則
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
導
教
育
責
任
者
講
習
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）

令
和
六
年
七
月
四
日
（
木
曜
日
）
及
び
同
月
五
日
（
金
曜
日
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

三
十
分
ま
で
並
び
に
同
月
八
日
（
月
曜
日
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

㈡

場
所

山
口
市
湯
田
温
泉
五
丁
目
一
番
一
号

カ
リ
エ
ン
テ
山
口
（
山
口
県
婦
人
教
育
文
化
会

館
）

㈢

講
習
を
行
う
警
備
業
務
の
区
分

法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
業
務
（
以
下
「
第
一
号
警
備
業
務
」
と
い
う
。
）

㈣

受
講
者
の
定
員

三
十
人

二

講
習
対
象
者

㈠

新
規
取
得
講
習

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

ア

最
近
五
年
間
に
第
一
号
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て
三
年
以
上
で
あ
る
者

イ

警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
号
。
以

下
「
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
四
条
に
規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
第
一
号
警
備
業
務
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
法
第
二
十
三
条
第
四
項
の
合
格
証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明
書
」
と

い
う
。
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

ウ

検
定
規
則
第
四
条
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
第
一
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

に
係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を

受
け
た
後
、
継
続
し
て
一
年
以
上
第
一
号
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

エ

検
定
規
則
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員
等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和

六
十
一
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
五
号
。
以
下
「
旧
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二

項
に
規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
第
一
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
合
格
し
た
者

一
〇
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オ

旧
検
定
規
則
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
第
一
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に

限
る
。
）
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
検
定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
一
年
以
上

第
一
号
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

㈡

追
加
取
得
講
習

第
一
号
警
備
業
務
以
外
の
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
等
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
㈠
の
ア
か
ら
オ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

三

受
講
申
込
書
の
受
付
期
間

令
和
六
年
六
月
三
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
七
日
（
金
曜
日
）
ま
で

た
だ
し
、
受
付
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
申
込
者
の
人
数
が
受
講
者
の
定
員
の
数
に
達
し
た
と
き

は
、
受
付
を
締
め
切
る
も
の
と
す
る
。

四

受
講
申
込
書
の
提
出
先

山
口
県
内
の
最
寄
り
の
警
察
署

五

受
講
申
込
書
の
提
出
方
法

受
講
申
込
書
は
、
持
参
し
て
提
出
す
る
も
の
と
し
、
郵
便
に
よ
る
も
の
は
、
受
け
付
け
な
い
。

六

提
出
書
類

㈠

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
受
講
申
込
書
（
講
習
規
則
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
こ
と
。
）

㈡

二
の
㈠
の
ア
に
該
当
す
る
者
に
あ
っ
て
は
履
歴
書
及
び
警
備
業
者
等
が
発
行
す
る
第
一
号
警
備

業
務
の
従
事
期
間
に
関
す
る
証
明
書
（
以
下
「
第
一
号
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
と
い
う
。
）
、

二
の
㈠
の
イ
に
該
当
す
る
者
に
あ
っ
て
は
一
級
の
検
定
に
係
る
合
格
証
明
書
の
写
し
、
二
の
㈠
の

ウ
に
該
当
す
る
者
に
あ
っ
て
は
二
級
の
検
定
に
係
る
合
格
証
明
書
の
写
し
及
び
第
一
号
警
備
業
務

従
事
証
明
書
、
二
の
㈠
の
エ
に
該
当
す
る
者
に
あ
っ
て
は
一
級
の
検
定
に
係
る
旧
検
定
規
則
第
八

条
の
合
格
証
の
写
し
、
二
の
㈠
の
オ
に
該
当
す
る
者
に
あ
っ
て
は
二
級
の
検
定
に
係
る
旧
検
定
規

則
第
八
条
の
合
格
証
の
写
し
及
び
第
一
号
警
備
業
務
従
事
証
明
書

㈢

写
真
（
縦
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
、
申
込
前
六
月
以
内
に
撮
影
し

た
無
帽
、
正
面
向
き
、
上
半
身
像
及
び
無
背
景
の
も
の
と
す
る
。
）

㈣

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
等
の
写
し
（
新
規
取
得
講
習
を
受
講
し
よ
う
と
す
る
者
を

除
く
。
）

七

受
講
手
数
料

新
規
取
得
講
習
を
受
講
し
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
四
万
七
千
円
、
追
加
取
得
講
習
を
受
講
し

よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
二
万
三
千
円
に
相
当
す
る
山
口
県
収
入
証
紙
を
受
講
申
込
書
の
下
部
余

白
欄
に
貼
る
こ
と
。
こ
の
収
入
証
紙
に
は
、
消
印
を
し
な
い
こ
と
。

八

講
習
の
実
施
の
委
託

講
習
は
、
山
口
市
宮
島
町
五
番
一
三
号

一
般
社
団
法
人
山
口
県
警
備
業
協
会
に
委
託
し
て
実
施

す
る
。

九

そ
の
他

こ
の
講
習
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
又
は
山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県
警

察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

〇
一
一
〇
）
に
す
る
こ
と
。
郵

便
で
問
い
合
わ
せ
る
場
合
は
、
往
復
は
が
き
を
使
用
す
る
か
、
又
は
八
十
四
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た

宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
上
す
る
こ
と
。
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